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1 エアライン営業部によるマーケティング強化

１）エアライン営業部の発足
　オープンスカイの時代を迎え、LCCを含む航空会社
に対するマーケティングの強化および航空会社の新規
就航の受付窓口や手続きを一本化するため、当初航
空会社対応の横断的組織としてエアライン事業部（当
時）を2013年7月に設置した。その後、さらにその機能
を航空会社に対する営業に特化させ、新規路線の就
航や増便など就航便数の拡大に向け、航空会社に対す
るきめ細やかな就航路線や新たな需要喚起策の提案
など、航空会社のニーズに合わせた営業戦略を策定し、
効果的な誘致活動を積極的に行うため、2015年7月に
エアライン営業部を設置した。

２）マーケティングに基づいた路線誘致活動
　2013年7月のエアライン事業部発足以降、エアライ
ン営業部ではエアポートセールスの観点から、マーケ
ティングに基づいた営業活動を実施してきた。
　海外航空会社の誘致については、後述する航空会社
が集まる会議におけるプロモーションに加え、日本と相
手国との間の需要動向を踏まえ、海外に籍を置く航空
会社の本社に赴き、成田空港への就航を働きかけてい
る。現地に足を運び、航空会社の経営層と直接コミュニ 
ケーションを取ることで、成田空港への就航に係る情報
提供や利便性をPRするだけにとどまらず、航空会社経
営層の成田空港についての位置付けも実際に確認する
ことができ、ネットワークの拡充に寄与している。
　今後も、引き続きこれまでの活動を継続するとともに、
現在日本にとってネットワークが手薄な地域や引き続き
旺盛な需要が見込まれる地域について、成田空港のネッ
トワークを拡充する方針である。特に、中国や東南ア

ジアについては、訪日外国人旅客数の増加に伴い需要
が急増していることから、より精緻なマーケティングを
実施し、航空会社、空港、関係機関に働きかけることで、
中国内陸部の都市や東南アジアのセカンダリー都市へ
向けた重点的なネットワーク拡充に取り組んでいく。

３） Routes会議通じ航空会社に働きかけ
　新規航空会社による成田空港への乗り入れを働き
かける場として、英国UBM Aviation社が開催している
Routes会議を活用している。
　Routes会議には、参加組織がブース展示を行う見本
市会場と、あらかじめ会議主催者に申請した相手との
協議を行う商談会場とが用意されており、アポイント
セッションで行う商談だけにとどまらず、見本市会場の
ブースでもさまざまな相手との情報交換ができること
から、毎年、数多くの航空会社や空港が参集している。
　NAAは、2009年9月に北京（中国）で開催された第
15回World Routesから同会議への出展を開始し、直
近で参加した2019年9月のアデレード （オーストラリ
ア）でのWorld Routesを含めるとこれまで計21回の
Routes会議に参加してきており、今後も同会議へは継
続して参加していく予定である。
　なお、NAAは、2016年3月にマニラで開催された
Routes AsiaにおけるRoutes Asia Marketing Awards
において、取扱旅客数2000万人以上の空港部門で国
内の空港として初めて「Highly Commended」（優秀
賞）を受賞した。これは
NAAとしてのマーケット
サポート体制および内容
が航空会社から評価さ
れたものと理解しており、
今後も航空会社をはじめ
としたお客さまに「選ば
れる空港」を目指し、さ
らにサポート内容を充実
させるとともに、航空ネッ
トワークの拡充に向けた
働きかけを行っていく。

４） IATAの総会やスロット会議なども活用
　Routes会議のほかにも、国際航空運送協会（IATA）
の年次総会やスロット会議、World Low Cost Airline
会議（WLCA）など、さまざまな機会をとらえて世界各
国・地域の航空会社に対して、成田空港への路線開設
や輸送力強化を働きかけてきている。

5. マーケティング強化に向けて

▲▲「Highly	Commended」（優秀賞）を受賞「Highly	Commended」（優秀賞）を受賞

▲2015年4月	ワルシャワのLOTポーランド航空本社にて▲2015年4月	ワルシャワのLOTポーランド航空本社にて
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　IATA年次総会は、世界中の航空会社の経営トップ
が一堂に集まる会議であり、NAAは2010年6月に開か
れたベルリンでのIATA年次総会を皮切りに、世界各地
で毎年開催される総会に参加し、各航空会社幹部と成
田空港における今後の展開の可能性について意見交
換を実施し、成田空港のプレゼンス向上に努めている。
　IATAスロット会議は、各航空会社と各空港のスケ
ジュールコーディネーターが集まり、夏あるいは冬のダ
イヤ調整を行う場である。NAAは、2009年11月のバン
クーバー（カナダ）での会議以降、これまで20回連続
で参加しており、 2019年11月のブリスベン（オーストラ
リア）での開催回を含め今後も出展を予定している。

５） 旅行商談会にも参加
　ツーリズムEXPOジャパンへの参加など、国内外の
旅行会社が多数集まる商談会に毎年出席し、各国の
観光局や旅行会社などツーリズム関係者との意見交
換を実施するとともに、成田空港の現況、成田＝都心
間の交通アクセス、成田空港内のショッピングエリア、
成田空港周辺の観光資源などの紹介をすることで、成
田路線の利用促進を実施している。プロモーション活
動の幅を広げる意味でも、航空会社とは違う視点から
の情報収集が可能であり、極めて有意義なものとなっ
ている。

６）マーケットサポートの強化と多様化へ取り組み
　「お客さまから選ばれる空港」を目指し、航空会社と
ともに成田空港がさらに拡大・発展していくうえで、航
空会社の新規就航および既存航空会社の成田路線維
持・拡大をサポートするため、需要喚起を目的とした
マーケットサポートを実施している。
　航空会社が新規乗り入れ・新規就航・増便などを行
う際には、NAAからも積極的にPRを行い、ネットワー
ク拡大の注目度を高める取り組みを行っている。具体
的には、①NAAからのプレスリリース実施、②東京駅
丸の内大型LEDビジョンでの画像掲出、③空港内デジ

タルサイネージでの情報掲出、④新規就航周知のポス
ター制作およびターミナル・鉄道駅・空港周辺ホテル
での掲出、⑤式典・イベント実施のサポート、⑥対象
便へのウォーターキャノン実施、⑦航空会社との共同
PRなどを実施している。
　また、すでに就航している航空会社へのサポートと
しても、空港内動く歩道・エスカレーター側面での新
規広告枠へのエアラインブランドイメージ掲出や成田
国際空港公式ウェブサイト（5言語）でのPRバナー掲
出枠提供などを実施している。
　エアライン営業部では、今後も航空会社の成田路線
維持・拡大をサポートするため、上記のマーケットサ
ポートメニューを提案していくとともに、航空会社など
との連携により、さらに魅力的な需要喚起策の開発に
も取り組んでいく。

７）国内線誘致と積極的なプロモーション活動
　成田空港の国内線は本邦LCCを中心に、近年、急速
に就航都市が拡大している。昨年、7月に石垣線、9月
に長崎線、12月に高知線が新規就航し、2019年3月に

（宮古）下地島線、8月に庄内線が相次ぎ新規就航して
いる。現在、成田空港の国内線ネットワークは23都市
24路線まで拡大しており、各就航都市並びに首都圏側
にて航空会社、自治体と連携し、成田空港の国内外ネッ
トワークや都心へのアクセス利便性などを周知する利
用促進PRを実施している。
　また、2019年4月に航空会社向けの新たなインセン
ティブ制度「朝発ボーナス」の導入に伴い、国内線早朝
便の利用促進キャンペーン「朝ナリタ」をジェットスター・
ジャパン、Spring Japan、京成電鉄など関係7社と連携
し実施した。同キャンペーンの一環として、手荷物受取
場を会場としたクラブ＆ライブイベントを国内空港初の
取り組みとして開催した。
　今後も航空会社や就航地自治体、関係機関と連携
し、首都圏、就航先でのPR活動を通じて、新規路線や
成田空港の国内ネットワークの認知拡大、需要喚起に
取り組んでいく。

▲2018年3月	World	Routesにて▲2018年3月	World	Routesにて

▲2019年7月	ベトジェットエア　ホーチミン線新規就航式典▲2019年7月	ベトジェットエア　ホーチミン線新規就航式典
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1 空港周辺・圏央道等への産業集積を促進する事業

2 成田空港を活用した新しいビジネス創出を促進する事業

3 県・市町村が行う地方創生関連事業と連携・連動した事業

4 東京オリンピック・パラリンピックをはじめとする時機を捉えた事業

5 県内大学等の教育機関等と連携した人材育成や知見の活用を目指す事業

6 過去5年間の成果を更に拡大していく事業

目標： 成田空港を活用した
　　   千葉県経済の活性化

図3-6　6つの事業テーマ

８）スポーツツーリズムの推進
　スポーツ観戦を目的とした成田空港発の国内線LCC
の利用を促進するため、千葉ロッテマリーンズ及び
鹿島アントラーズとスポンサーシップ契約を結び、国
内線LCCの利用促進プロモーションを実施している。
ZOZOマリンスタジアムでのサンプリング実施や、カシ
マサッカースタジアムでのPRイベント「成田の日」に出
展することで、首都圏在住者にLCCを利用した地方で
の試合観戦を促してきた。さらに2019年度は、成田空
港から各スタジアム近隣空港までの航空券最安値を
随時表示できる特設サイトをリニューアルし、成田空
港を出発するアウェー／ビジター戦に加え成田空港に
到着するホーム戦の航空券検索機能を新たに追加し
た。またJTB佐賀やFM佐賀、現地インフルエンサーと

連携したアウェー観戦ツアーを企画し、地方ファンの
首都圏送客にも取り組んでいる。
　成田国内線LCCの認知が進んできた今、さらなる
需要喚起のためには、帰省や親族・友人訪問目的の
旅行者だけでなく、
よりテーマや目的
を 絞 った 旅 行 者
への訴求、取り込
みが不可欠であり、
今後も成田空港を
利用したスポーツ
ツーリズムの推進
に注力していく。

2 成田空港活用協議会

１）設立
　成田空港活用協議会は、成田空港の高まるポテン
シャルと圏央道等高速道路網の伸展などを最大限に
活用して千葉県経済の活性化を図るため、企業や団体、
県、県内市町村など150以上の官民が集結し2013年7
月に設立された。NAAは、同協議会の幹事団体として
参画し、成田空港の活用による事業の実施や、空港を
核としたビジネスプランを推進している。
注）2019年7月現在の会員数は 148団体

２）協議会による幅広い事業展開
　同協議会では「6つの事業テーマ」（図3-6）に沿った
事業展開を図り、事業の検討・実施に際しては、会員か
らのアイディアを取り入れ、会員同士が連携・協働する
ことで「オール千葉での『相乗効果の最大化』」が期待

▲2019年3月　宮古（下地島）線就航式典▲2019年3月　宮古（下地島）線就航式典

▲2019年8月　庄内での現地プロモーション▲2019年8月　庄内での現地プロモーション

▲2019年7月　バゲージ施設でのクラブ＆ライブイベント▲2019年7月　バゲージ施設でのクラブ＆ライブイベント

▲スポーツツーリズム特設サイト▲スポーツツーリズム特設サイト
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図3-7　千葉県経済の活性化に向けた事業展開

できる戦略的かつ効果的な事業を展開することとして
いる。
　これまで、成田空港を活用した新しいビジネス創出を
目的とした空港関連企業との商談会の開催、東京オリン
ピック・パラリンピックを見据えたユニバーサルツーリズ
ム促進に向けたツアーやセミナー活動、人材育成や知
見の活用等を目的とした教育機関と連携した人材育成
を図るため調査・検討などを積極的に取り組んできた。

　今後は、「訪日外国人旅客の飛躍的増加」・｢成田空
港の更なる機能強化実施に関する合意」など、千葉県
や成田空港を取り巻く環境が大きく変化する中で、会員
相互の連携・協働体制の構築・強化のもと、「成田空
港を活用した経済活性化」と「成田空港を利用する人
流・物流の拡大」の2項目を「事業の柱」（図3-7）として
事業展開を図っていくこととしている。


